IR と監事監査に関する一考察  －大学ガバナンス・コードと私立大学法の改正を巡って－ by 福島 真司
































































































   　＜学校法人の管理運営制度の改善について＞ 
   　＜教学ガバナンスについて＞
   　＜情報公開の推進について＞
   　＜大学の自主的なガバナンスの一層の向上に向けて＞
（2）私立大学の経営力の強化について
   　＜中長期的なビジョンの策定と実現に必要な取組について＞
   　＜大学間連携等の促進について＞
   　＜文部科学省・私学事業団等の支援の充実について＞
（3）経営困難な状況への対応について
（4）私立大学の財政基盤の在り方について
   　＜財政基盤の現状について＞
   　＜財政基盤の多元化による強化の在り方について＞
（5）私学助成の充実、仕組み等の再構築について





















































































































































本学は、2013 年に「IR 準備室」を設置したのち、1年を経て、2014 年に「総合IR 室」を設置し





























– 58 – – 59 –
　なお、両組織のメンバーは完全には一致していないが、主たる分析業務を行う教員は兼務の
形となりほぼ重なっているため、意思疎通は当然ながら全く問題がなかったが、マンパワー的に





























































































































の ま と め」（https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/
afieldfile/2017/06/26/1386852_0.pdf）3月26日最終閲覧。
